




三 橋 　 利 光
キーワード：貧困の罠　目標設定　よく練られたアイディア　利他主義　自立　　poverty 









































による４冊の著作（② Banker to the Poor ―Micro-lending and the battle against 
World poverty（1999, 2003, 2007）、③ Creating a World Without Poverty ―Social 
Business and the Future of Capitalism（2007）、④ Building Social Business ―The 
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（パーソナリティ
といえるだろう）、さらには（２）人生への立ち向かい方に注目しようと思う。なぜならこ
の 2 点こそ、本稿が扱う二つの画期的な組織 ･ 制度を生み出す原動力になったと推察され
るからである。以下４期に分けて検討する。
１．少年 ･青年時代


















































































不適切と考えられる。つまり第 1 に、｢農民｣ をもっぱら成人男性のみとしがちであり、人
口の残りの半分である女性が忘れ去られるからである。第 2 に、｢農民｣ の実態を捉えてい
ないままの開発プログラムの実施になりがちであるからである（筆者解釈による）。
ユヌスの、ジョブラ村で竹紐を編む、若くも貧しい主婦ソフィアとの出会いと対話のシー




た 5 タカ（当時の米ドル換算で約 16 セント）で購入し、その竹で竹椅子を作り、5 タカ 50


















































1976 年にユヌスは当銀行からローンを借り、1977 年 1 月にはジョブラ村の貧しい人への
貸付を開始したことである8）。こうして第 1 ステップから第 3 ステップまでは、既存の銀行
を通して、貧しい人への小額の貸し出しの実現までの過程であり、その中味は銀行という ｢














１に、1 回あたりの返済支払額を小額にする。第 2 に、毎日、あるいは 1 年中いつでも返済
できるようにする。第３に、借りる人びとに 5 人一組のグループを組んでもらう。第４に、
グラミンに参加する際に、加入テストを受けてもらう。第５に、ローンの貸し出し方法は、
グループの最初の 2 人に融資し、それが成功すると次の 2 人、最後にグループリーダーの




ていった。それは以下の 6 点にまとめられる。（１）ローンの期限は 1 年間、（２）毎週一
定額を返済、（３）返済はローンを借りた 1 週間後から開始、（４）利率は 20％、（５）返






さらに 1980 年になるとグラミン銀行は、センター・リーダーたちが集う第 1 回全国ワー
クショップを開催した。そのワークショップの最後に、４つの決意についての合意事項が文
書にされた。その 2 年後の 1982 年、第 2 回ワークショップでは、〈10 か条の決意〉を決定
し、それを基に 1984 年には “ グラミン ･ センター代表 100 人のワークショップ ” で〈16
か条の決意〉が決定された。この〈決意〉はグラミンの仲間たちに生きる決意と目的とを与
























清潔な飲み水　（４）週に 300 タカ（約 9.5 ドル）返済できるようにする　（５）就学年齢


























































ともかくグラミン銀行の職員は、1982 年までには 2 万 8,000 人に達し、その半分弱が女
性（1 万 1,000 人）で占められるようになっていた14）。
２）こうしたグラミン ･ バンク ･ プロジェクトの実験を経て、いよいよ〈グラミン銀行〉

















に大いに貢献したことが理解できる。このマイクロ ･ クレジットを筆者はなぜ ｢システム内










































ドル）であったり、服を縫って売るためのミシン購入費（200 ドル～ 300 ドル）だったり、
メキシコ式「タマリ」料理の屋台購入費（600 ドル）だったりした。またチェロキー ･ インディ
オ居留地では、タコスを売るためのコンロ費・子犬を飼い育てて売るための資金（500 ドル）
･ 鉢植えの植物を育てて売るための資金 ･ トウモロコシを自分たちで耕作するための資金な
どである。またシカゴのスラム街では、すでにグラミンを真似た〈女性自営業プログラム（Ｗ
















ラミン銀行Ⅱでは、138 ドル以上のローンに対して毎月最低 0.86 ドルの年金積み立てをす














応じたが、ローンの規模が小額すぎる（5,000 タカ＝約 160 ドル）という理由で拒否され




工 ･ 編み物 ･ 工芸品等を作る仕事場）という名目で申請し、ユヌス自身が中央銀行総裁に直
談判してようやく認められたものである。そのローンはうまく回転し、1996 年までの 12
年間で、35 万戸以上の家が完成し、総額 1 億 5,100 万ドルものローンを融資できた。その間、




































そして 1990 年代の後半、1996 年にグラミンは、バングラデシュ政府が携帯電話の営業
許可を与えた３つの事業所のひとつに選ばれたのである。ユヌスは、2 つの関連ある独立し
た会社を設立した。ひとつは、営利企業のグラミン ･ フォンで、もうひとつは非営利企業の
グラミン ･ テレコムである。グラミン ･ フォンは合弁会社で、テレノール社（ノルウェイ）







部でサービスを予定している。グラミン ･ テレコムは、グラミン ･ フォンから回線を買い取
り、国の 6 万 8,000 の村々で、そこに住むグラミンの借り手を ｢テレフォン ･ レディ｣ と
して仲介してもらい、それぞれ村人たちに時間貸しをするのである。つまりグラミンの借り
手である女性は、村人たちに電話というサービスを売って金を稼ぐのである。このように通
常の電話の普及率が極端に低く（1997 年時点で、1 台につき 300 人）、政府運営の電話会
社の修理サービスが極端に悪いような国で、突如として最新通信機器であるケータイが、奥
地の村にまで届くようになるのである。しかし携帯電話の供給には電気が必要であるため、








シャル ･ ビズネス｣ の概念を中心にまとめた書を著わした。それが ③ Muhammad Yunus 

























シャル ･ ビズネス｣ が成立することになったのである26）。
ダノン社は早速、現地事前調査を開始し、工場設置場所を探し、また国際的なコンサル
ティング会社アシュヴィン社に徹底した市場調査をさせ、またユヌスは現地の人の嗜好にあ
うヨーグルトで栄養（鉄分 ･ ビタミンＡ ･ カルシウム ･ ヨード）を強化された製品を、しか
も（亜熱帯地域のバングラデシュの気候条件を考慮して）製造出荷後 48 時間以内で売りさ
ばけること、という条件を練り上げた。結局工場は、ボグラ市（ダッカから北西 40 マイル）
の郊外に最先端の設備を兼ね備えたミニ工場にすることが決まった。翌年の 2006 年 10 月
には契約書が取り交わされた。新設グラミン・ダノン社が貧困削減を目的に掲げた ｢独自の








産階級がデザートやスナック代わりに地元の ｢ミシュティ ･ ドイ｣（甘いヨーグルトの意味）
を食べる習慣があった。それは通常 20 タカ（30 セント）で売られていたので、これのダ
ノン ･ ヨーグルト版をより安く、より栄養があり、よりおいしく貧しい子どもに提供できれ
ば「いける！」、とユヌスは始めから確信していたのである。
また 2006 年 7 月には、工場候補地の土地の約 4.5 エーカーの買収も完了した（グラミン
･ ダノン合弁事業が２分の１エーカーの土地を、残りはすべてグラミン ･ グループが買い取っ






ルトの製造後の配達販売係である ｢グラミン ･ レディズ｣ への手引書を改善する仕事、さら














そして 2007 年 1 月、グラミン・ダノン製の滋養強化ヨーグルト ｢ショクティ・ドイ｣ が
1 釜分だけ試験用に製造された。それはほんのりと甘く、｢おいしい！｣ と言う実感があっ



















































さらに上記ソーシャル・ビズネスの（１）第 1 の型の特徴は、ハンツ・ライツ（Hans 
















































ジャスティス運動｣ を検討したことがあった。それは、いうなれば現行の ｢システム｣ の外
からの運動であり、その外から ｢システム｣ に向かって、異議申し立てをするというもので
ある34）。しかるにユヌスの打ち出した貧困撲滅のための２つの制度は、｢システム内改革運
動｣ の成果とも表現できるだろう。｢オルター・グローバリゼーション｣ が新自由主義的 ｢










































































































２） 2010 年 3 月 18 日、国連人間居住計画（ハビタット）によると、最近 10 年間で世界
の貧困人口は 8 億 2760 万人に達したことが明らかになった、と新華社が伝えた（2010
年 3 月 20 日付）。モバイル版 URL:http://rchina.jp/article/406983.html アクセス
日 2010 年 12 月 12 日。
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Evaluating Muhammad Yunus’s Micro-Credit System 
and Social Business
― One Person’s Efforts to Create a “Desirable Global Society”
MITSUHASHI Toshimitsu
Muhammad Yunus, a Bangladeshi economist and 2006 Nobel Peace Prize Win-
ner, is now well-known as a banker to the poor as well as the creator of “Social Busi-
ness.” He may also be considered a firm-minded fighter against poverty. By studying 
carefully four books written by Dr. Yunus, this article tries to find out the secret of the 
success of two new institutions (i.e., micro-credit bank system and social business) 
set up by Dr. Yunus and to evaluate these as a means to approach toward a “Desir-
able Global Society” (the author’s term in these essay series). The author’s conclusion 
concerning Yunus’s success is as follows. Behind Yunus’s firm-mindedness against 
poverty, we have to note his position and principles in the face of poverty, which are: 
(1) Yunus’s fight against poverty started by learning of the actual world of poverty, (2) 
His action against poverty is based on the standpoint of the poorest, (3) His objective 
is to get the poorest out of “the poverty trap” and to work together with them. As to 
the approach toward a “Desirable Global Society”, the author concludes that Yunus’s 
two successful creations have proved the viability of an altruistic business in the midst 
of this capitalist world where profit-maximizing businesses flourish, with the result 
that Yunus’s efforts in order to eliminate poverty in this world are surely a positive ap-
proach toward a “Desirable Global Society”.
